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ともだち作戦 in よこはま 　～ 仙台と横浜 “手をつなごう” ～

この夏、東北にてボランティア活動をした方も数多くいると思います。今号では、横浜に東北の子

ども達を招いた取り組みとして、鶴見区平安町町会等の地域団体とフェリス女学院大学ボランティア

センターの２つの実践内容をご紹介します。

東日本大震災から1年半以上が経過しましたが、「今私たちにできること」として、少しでも考えて

もらうきっかけになればと思います。

鶴見区平安町町会と平安町福祉賛助会が主催となり、８月２０日（月）と２１日（火）に仙台市の

中野小学校の子ども達を横浜に招いて、平安小学校の子ども達との交流・三浦ふれあいの村での花

火大会や宿泊・横浜散策等が行われました。

【参加者：	中野小学校（児童１８名・保護者９名）、平安小学校（歓迎出迎え：１００名強・体育館ゲー

ム参加者：児童２８名・保護者９名）、スタッフ１７名】

主なプログラム
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仙台市中野小学校は、仙台市の蒲生地区にあり、津波の被害にあったことで、現在は仙台市内の

小学校を間借りしています。沿岸から１．２ｋｍの所にある小学校であり、鶴見区平安小学校も同

じ距離にあることから、今回の交流を中野小学校に依頼しました。

震災から１年半が経ち、現地とのつながりの中で子ども達に何か出来ないかと思い、今回のこの

企画を実施しました。中野小と平安小の子ども達は大人が考えるより、ずっとしっかりしていて、

お互いずっと前から友達だったかと思うぐらいとても仲良く過ごしていました。また、この事が

きっかけで、子ども同士で手紙のやり取りをしていて、今度は仙台市に来てくださいと書かれて

いたことで、平安小の子ども達もとても喜んでいます。

主催者 平安町町会 河西会長より

今私たちにできること～横浜に東北の子ども達を招いて～

＜地域団体と大学ボラセンの実践＞

実践①：鶴見区平安町町会ほか

情報提供
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フェリス女学院大学ボランティアセンターＨＰ【http://www.ferris.ac.jp/~volunt/】

サマースクールプログラム＠横浜

毎週ミーティングを実施し、ボラン
ティア活動前には子どもへの接し
方・放射能について・避難されてき
ている方のお話を聞く等の勉強会を
実施。

フェリスボラセンが中心となり、昨年度に続きサマ―スクールプログラム＠横浜が実施されました。

８月２日（木）～７日（火）の５泊６日で、学生たちが企画したプログラムにより、福島県の子ど

も達（小学校５年生～中学生）を横浜に招き、横浜の歴史的な場所の散歩や、国際的な出会いやも

のづくり、毎日の勉強など、様々な活動をしながら、楽しい夏の思い出を作ってもらうことを目的に

開催されました。

【参加小中学生：２５名、ボランティア：３４名（フェリス生２１名、他大学協力者１３名）、教職員４名】

日 主なプログラム

1 福島～郡山～横浜到着、出会いと交流

2 根岸森林公園で外遊び、教会でうちわ作り

3 横浜ウォークラリー・みなとみらい～中華街周辺

4 野毛山動物公園、みなとみらいコスモワールド等

5 アルバム作り、交流会、山下公園で花火

6 横浜出発～郡山～福島

東日本大震災後、フェリス女学院大学ボランティアセンターとして募

金だけでなく、学生が何か出来ることはないかと話し合っていた。

放射能の影響等によりボランティアとして現地に行くことが難しかっ

た福島県の子ども達に対して、短期間でも横浜に招き、安全に楽しん

でもらうためのプログラムを考え、昨年度から実施した。

宿泊先や昼食場所の確保など困難もあったが、職員と学生の「飛び込み」

的な依頼にもホテル等が好意的に応えて頂き、また、福島の新聞社が

参加者募集記事を掲載してくれるなど、多くの関係者の協力を得られ

て開催に至った。

参加した子どもの声
・このきかくをつくってくれて、ありがとうござい
ました。
わたしたちは、去年げんぱつのことがあり、いろい
ろなところへ行けませんでした。でも、このきかく
をつくってくれてとてもかんしゃしています！
また来年もつくってください。
（フェリスボラセン作成広報誌より抜粋）

参加したボランティアの声
・東北出身ですが、震災の時に高校３年生で受験も
あり、現地にいながら何も出来なかった思いがあり
ました。フェリスに来て、このプログラムに参加し
たことで、子ども達の喜ぶ姿を見ることが出来まし
た。ボランティアとして少しでも力になれたことが
うれしかったです。
（フェリス大１年生より）

教職員の声
・約３ヶ月間、学生たちは本当によく考え
て企画し、下見をし、準備を重ねました。
参加した学生たちは、子ども達が楽しく過
ごすための活動に寄り添うだけでなく、子
ども達の体調管理や天候などによる臨機応
変な対応など、多くのことを学ぶことがで
きたと思います。
（ボランティアコーディネーターより）

プログラムの様子

実践②：フェリス女学院大学ボランティアセンター

開催するきっかけ
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９月１日（土） 第３３回九都県市合同防災訓練が開催

　【帰宅困難者対策訓練・展示ブースに協力しました】
９月１日の「防災の日」に第３３回九都県市合同防災訓練がみなとみらい地区を中心に開催されま

した。今年は、横浜市が幹事都市ということもあり、多くの関係機関と協働で実施され、横浜災害

ボランティアネットワーク会議としても、帰宅困難者対策訓練と展示ブースの出展に協力しました。

帰宅困難者対策訓練については、各区災害ボランティアネットワーク等と協力し参加しました。ま

た、展示ブースについては、ＮＰＯ法人神奈川災害ボランティアネットワークと協働でブース出展を

行い、災害ボランティアセンター受入シミュレーションや災害ボランティアに関するパネル等の展示

を行いました。

会費納入者（平成24年４月～平成24年10月まで）

公益財団法人 横浜ＹＭＣＡ／財団法人 横浜ＹＷＣＡ/神奈川県生活協同組合連合会／社会福祉法人 横浜市社会福

祉協議会／横浜商工会議所／横浜市町内会連合会事務局／公益財団法人 横浜市国際交流協会／財団法人 横浜市

男女共同参画推進協会／財団法人 神奈川新聞厚生文化事業団／横浜市民生委員児童委員協議会／社団法人 横浜

市身体障害者団体連合会／社会福祉法人 横浜市リハビリテーション事業団／横浜市スポーツ推進員連絡協議会／

生活協同組合コープかながわ／横浜国立大学生活協同組合／横浜市立大学生活協同組合／全労済神奈川県本部／

レクダンス研究会「赤いくつ」／フェリス女学院大学　ボランティアセンター／社会福祉法人 横浜市鶴見区社会

福祉協議会／社会福祉法人 横浜市神奈川区社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市西区社会福祉協議会／社会福

祉法人 横浜市中区社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市南区社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市港南区社会

福祉協議会／社会福祉法人 横浜市保土ケ谷区社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市旭区社会福祉協議会／社会

福祉法人 横浜市磯子区社会福祉協議会／社会福祉法人　横浜市港北区社会福祉協議会/社会福祉法人 横浜市緑区

社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市青葉区社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市都筑区社会福祉協議会／社

会福祉法人 横浜市戸塚区社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市泉区社会福祉協議会／社会福祉法人 横浜市瀬谷

区社会福祉協議会／横浜市青葉国際交流ラウンジ／港北区災害ボランティア連絡会／ＮＰＯ法人　保土ケ谷区国

際交流の会／公益財団法人　よこはまユース／青葉区民会議／鶴見区災害ボランティアネットワーク／金沢区災

害ボランティアネットワーク／ウエスト・ハウス／緑区防災ネットワーク委員会／横浜栄・防災ボランティアネッ

トワーク／磯子区災害ボランティアネットワーク／保土ケ谷区災害ボランティアネットワーク／泉区災害ボラン

ティア連絡会／西区災害ボランティアネットワーク／旭区災害ボランティア連絡会／港南区災害ボランティア連絡

会／横浜市災害救援ボランティアチーム／青葉区災害ボランティア連絡会／パルシステム神奈川ゆめコープ　　

【個人会員】１１名

横浜災害ボランティアネットワーク会議は、皆さんの会費で支えられています。

ご協力ありがとうございました。

帰宅困難者対策訓練の様子 展示ブースでの様子
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